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モニタリングセンター設立の目的 

• 飯舘村が責任主体となり、飯舘村村民・各省

庁・福島県・民間ボランティア・個人などが計

測している放射線測定データを集約し、総合

的に校正・分析を加え、 飯舘村村民、関係

者、社会に広く公開し、生活や産業活動の再

生に役立てる。  



モニタリングセンターのコンセプト 

村民自身による測定 

国による測定 

再生の会による測定 

統一的な基準で校正 
→データに対する信頼感の確立 
→コミュニケーションの基盤 



モニタリングセンターがカバーする範囲 

• 生活空間の線量データ 

• 土壌放射能 

• 空気の放射能 

• 食品の放射能 

• 水の放射能 

• 動植物の放射能 

エアロゾル イノシシの解剖・測定 

村内20地区の土壌放射能測定 



モニタリングセンターシステムの概要 

測定 

マップ化 

校正・監修 

サーバー登録 

村民に配布されたタ
ブレット端末で閲覧 

測定データ登録 



線量測定器 

携帯型モニタ 
GPSを内蔵し、

位置と線量を自
動的に記録 

定点観測モニタ 

気象データと線量を自
動的に記録し、サー
バーに送信 

定点観測モニタ 
高性能GM管モニターで

線量を自動的に記録し、
サーバーに送信 

GPSデータロガー 

高性能線量計に取り付け、
位置と線量を自動的に記録 



村民 

飯 舘 村   

合同会社 
いいたて協働社 

委託  

高エネルギー加速器研究機構 

ふくしま再生の会 

モニタリングセンター開発運用体制 

監修  

測定作業委託・技術指導・研修  

測定  

システム開発 
データベース化 



技術指導・研修 

村民測定員を対象とした測定講習
会に合わせて、測定員以外の村民
も参加して「放射線講習会」を開催。 



モニタリングデータの活用 

• 身近な場所の線量を知る 

• 線量の変化を知る 

• 除染の効果を確認する 

実態を正確に知るためには、 

長期的＋継続的な取り組みが必要 

生活再生・産業再生につなげていく 



村民主体による村民のための活動 

• 土壌・作物・動植物などの放射能を測定し、
分析する村民主体の信頼できるセンター 

「いちばん館」で開催された放射線講習会 

総合分析センター： 
土壌・水・大気・森林・農作物・動植物な
どの放射能量の測定依頼を引き受け、
その総合分析を担う。 
 

地域情報センター： 
避難中の住民・支援者・外部関係者が、
被災地域の情報を見たり相談できる施
設。 



行政 
（国・県・村） 

 
大学・研究機関 
専門家・ 
ボランティア 

村民 

協働 

本来持っている自立再生への力 
地元環境についての経験・知識・技術 
伝統、文化、知恵 

基盤となる公共サービス 
大規模なプロジェクト 

ビジョンとリーダーシップ 

専門知識・技術、職業経験、人脈、広い視野 
多様な層の参加による活力 
柔軟な対応・きめ細かいケア 

協働による再生への道 



まとめ：モニタリングセンターの意義 

広域（国）、詳細（村民）による測定 

   ・・・任務分担 

きめ細かな生活空間線量の把握 

   ・・・現実を知る 

国の責任での事業継続が必要 

   ・・・データの継続的活用 

 村民参加により引き出される 

「ふるさとを思う気持ち」 

「再生への意欲・力」 

 


